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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：2022 年 4 ⽉ 8 ⽇ 
● 事 業 名 ：起業⽀援による⼥性の居場所・つながり創出事業 
● 資⾦分配団体 ：⼀般社団法⼈ 北海道総合研究調査会（HIT） 
● 実 ⾏ 団 体 ：公益財団法⼈さっぽろ⻘少年⼥性活動協会   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 þ 無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

1-1.SNS を活⽤した相談窓⼝を
開設し、外部につなげる 

外部につなげた⼈数 36 ⼈（毎⽉ 1 ⼈） 2022.12 SNS 相談事業を他事業
予算で実施することと
し、休眠預⾦事業とし
ては終了。 

4 

1-.キャリアを考える若年⼥性の
おしゃべり会 

開催回数 開催地区４か所 2022.11 新型コロナウィルスの
感 染 拡 ⼤ の 状 況 を 鑑
み、実施なし。 

4 

2-1-1. 1-1 への相談者のうち必
要な⼈への相談対応 

対象者数 １年⽬…３⼈ 
２年⽬〜３年⽬…１２⼈ 

2022.1 
 

SNS 相談事業を終了し
たため、実施なし 
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2-1-2.起業に向けた伴⾛⽀援プ
ログラム実施 

参加者数／就業・起業
者数 

２年⽬〜３年⽬…１２⼈／４⼈ 2022.1 86 名 1 

2-2.地域ロールモデルの発信 HP でのロールモデル
紹介の掲載回数 

４か所×各地域３⼈ 計１２回 2022.11 9 名 2 

2-3 プレゼンイベント実施 エントリー数 ２０⼈ 2022.9 9 名 2 
 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
（１）内部評価会の実施 
   2020 年度事業に関わった事業協⼒者へのヒアリングを⾏った。 
   事業の実施内容、成果、課題などを確認できた。 
   ①5/26 じもじょき.net 道東のコーディネーター相座聖美さん、協⼒者古地優菜さん、 

②5/27 じもじょき.net 道東のコーディネーター相座聖美さん、参加者⼩⼭恵⼦さん 
   ②7/7 午前 じもじょき.net 道東のコーディネーター相座聖美さん、じもじょき.net 釧路のコーディネーター森崎三記⼦さん 
   ③7/7 午後 じもじょき.net 旭川のコーディネーター⾼塚⿇紀⼦さん、じもじょき.netとかちのコーディネーター⼭川知恵さん 
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（２）外部評価会の実施 
   9/17 に、NPO法⼈ bond place の加藤⾹さん、さくらコットン株式会社の菊川あずささん、北海道新聞社の根岸寛⼦さん、札幌国際

⼤学の⼭内太郎さんを委員に、事業の説明を⾏ったうえで、評価やアドバイスをいただいた。 
（３）セミナーの開催（直接⽀援） 
   11 ⽉ 2 ⽇・9⽇の 2 ⽇間にわたって、⽇本政策⾦融公庫との共催で、⼥性向け起業セミナーを実施した。社会課題を解決したいと考

える⼥性を対象に、ビジネスモデルを考え、事業計画を作成した。 
（４）研修、シンポジウムの開催（間接⽀援） 
   ①8/30 オンラインシンポジウム「ワタシの街の、ビジネスの育て⽅」を実施。⼥性を対象に起業⽀援を⾏っている⽅を対象に企画

し、じもじょきのメンバーにも参加いただいた。従来の起業⽀援の視点では取りこぼしていた、持続可能性の視点、コロナ禍だから
こそのソーシャルビジネスの視点、⼥性ならではの困難に向き合うなどのジェンダーの視点を軸に起業⽀援の在り⽅を考えた。 

   登壇者は、NPO法⼈ bond place の加藤⾹さん、株式会社ビズホープの寺⽥望さん、株式会社サステナブル・ストーリーの中島康滋
さん。 

   ②2/18・19 ほくじょきとじもじょきの⽬指すビジョンや価値を考え、共有することを⽬的に、ほくじょきビジョン会議を⾏った。 
   1 ⽇⽬は、ビジョンを実現したストーリーを作成した。2 ⽇⽬は、ビジネスモデルキャンパスを⽤いて、1 ⽇⽬に描いたストーリー

を実現するための戦略を考えた。 
   講師は、株式会社ナガオ考務店の⻑尾彰さん、NPO法⼈ bond place。 
（５）関係者会議の開催 
   2 ⽉ 19⽇に、道内の⼥性起業⽀援に関わる⾏政機関、⾦融機関、創業⽀援機関、⼥性起業家に参加いただき、休眠預⾦事業の説明を

⾏うとともに、ネットワーク構築のために必要な相互理解のためのワークショップを⾏った。 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
 セミナーや研修、会議などは、対⾯でなくオンラインで実施した。 
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② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：現在、団体のウェブサイトに表⽰する⽅向で調整中。 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
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☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：特に変更はなかったため。 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 


